
沖縄発、生後 1ヶ月から粉ミルクを開始すると牛乳アレルギーの発症を予防
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SPADE study解説資料 

 

本研究は、沖縄県の 4 病院で出生した一般新生児を対象に、生後 1 か月から 3 か月に達するまでの 2 か

月間に少量の育児用調製粉乳（粉ミルク）を定期的に摂取する群と、同期間に粉ミルクを除去する群とにラ

ンダム割付けを行い、生後 6か月時点での牛乳アレルギー発症について評価を行いました（下図参照）。 

その結果、粉ミルクを摂取した群では除去群に比べ有意に牛乳アレルギーの発症が抑えられ、生後 1 か

月からの定期的な粉ミルクの摂取が牛乳アレルギー予防に有効であることが示されました。さらに、両群と

もに母乳栄養の継続が推奨され、生後 6 か月時点での母乳栄養継続率はいずれも約 70%と母乳栄養の妨げ

にならないことも証明されました。 

 

一方で、湿疹は経皮感作の観点から食物アレルギー発症の大きなリスク因子であるため、湿疹の管理も重

要だと考えられます。また、ただ単に粉ミルクを摂取するよう指導するだけでは、母乳栄養継続への悪影響

も懸念されます。このため、以下の点に留意が必要です。 

① 生後 1 か月から少量（最低 10mL 程度）でもいいので粉ミルクを定期的に摂取することで牛乳アレル

ギーの予防につながる可能性がある 

② 湿疹の治療も積極的に行う必要がある 

③ 可能な限り母乳栄養の継続を推奨する 

また、SPADE studyでは約 500人の参加者のうち 1例は生後 1か月時のスクリーニングのミルク 20mL

経口負荷試験で蕁麻疹を認めました。それまでに定期的なミルクの摂取を行っておらず、安全に摂取できる

量が不明の場合は初回の導入時にアレルギー症状を引き起こす可能性があります。この場合、初回導入は医

療機関で行っていただくか、自宅で導入する場合はスポイトやベビースプーンなどを使用して数 mL から

開始し、症状がないことを確認しながら増量する方法が安全かと思われます。 


